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TECA NEWS 第６４号   2020年5月 1日発行 

     第１９回通常総会のお知らせ 

１ 巻頭言 

   ２ 会員投稿   田んぼまわりの生きもの調査１０年を振り返って 

   ４ 会員投稿   レッツ エコクッキング！ 

   ６ 会員投稿   深刻化する「香害(こうがい)」 

   ８ 会員投稿   生物多様性とは何か その２９ 

   ９ 会員投稿   環境講座：「カーボンリサイクル」で CO2を資源に 

  １０ 会員投稿   わが家の省エネ取組みについて 

  １１ 会員投稿   書籍紹介 松藤敏彦著「科学的に見る SDGｓ時代のごみ問題」 

  １２ 会員の活躍  今井信行さん 

  １４ TECAからのお知らせ 

 

報 告 

投 稿 

レポート 

 

第
十
九
回
通
常
総
会
の
お
知
ら
せ
と
会
費
納
入
の
お
願
い 

 
 
 

当
法
人
の
第
十
九
回
通
常
総
会
を
、
左
記
の
よ
う
に
開
催
致
し
ま
す
の
で 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

◆
通
常
総
会  

日 

時  

６
月
１
３
日
（
土
） 

１
３
時
３
０
分
開
始 

場 

所 

栃
木
県
宇
都
宮
市
東
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 

 

電
話
：
０
２
８-

６
３
８-

５
７
８
４ 

 

◆
講
演
会
・
懇
親
会 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。 

  

◆
年
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
◆ 

 

当
法
人
の
令
和
２
年
度
の
年
会
費
（
６
，
０
０
０
円
）
を 

銀
行
口
座
ま
た
は
郵
便
口
座
に
お
振
込
み
い
た
だ
き
ま
す 

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

足
利
銀
行 

本
店 

普
通 

４
２
１
５
８
２
４ 

（
特
非
）
栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会 

 
 

 
 

 
 

理
事
長 

塩
山
房
男 

 

郵
便
局 

記
号
１
０
７
５
０ 

 
 

 

番
号
２
３
７
２
８
５
６
１ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

 
 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会 
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４
月
２
７
日
、
私
の
家
の
家
庭
菜
園
で
は
、
大
根
の
白
い
花
、
白
菜
・
小
松
菜
・

摘
み
菜
、
春
菊
の
黄
花
、
き
ぬ
さ
や
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
白
花
、
タ
イ
ム
の

ピ
ン
ク
花
、
ボ
リ
ジ
、
矢
車
草
の
ブ
ル
ー
の
花
、
ビ
オ
ラ
や
パ
ン
ジ
ー
の
カ
ラ
フ

ル
な
花
等
、
春
満
開
の
状
況
で
す
。
こ
の
時
期
、
決
っ
て
出
か
け
る
日
光
や
那
須

の
山
々
で
は
花
や
新
緑
も
き
れ
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
見

る
と
、
大
型
連
休
が
始
ま
っ
た
と
い
う
の
に
外
出
自
粛
で
、
通
常
混
雑
す
る
高
速

道
路
や
観
光
地
、繁
華
街
等
が
閑
散
と
し
て
い
ま
す
。ふ
と
５
０
年
前
に
読
ん
だ
、

レ
ー
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の
、「
春
が
来
た
、
し
か
し
そ
れ
は
沈
黙
の
春
だ
っ
た
」

の
文
言
を
連
想
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

１
２
月
３
０
日
に
中
国
武
漢
市
海
鮮
市
場
で
原
因
不
明
の
肺
炎
が
発
生
し
た

と
の
情
報
が
流
れ
、
１
月
９
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
確
認
、
１
月
に
は
武

漢
市
を
中
心
に
大
変
な
勢
い
で
感
染
が
拡
大
し
ま
し
た
。
１
月
１
６
日
に
日
本
で

初
め
て
感
染
が
確
認
さ
れ
、
１
月
末
に
は
世
界
の
あ
ち
こ
ち
に
拡
散
、
１
月
３
０

日
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
緊
急
事
態
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。 

 

２
月
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
中
心
に
爆
発
的
な
感
染

が
始
ま
る
と
、
そ
の
後
は
急
激
に
全
世
界
に
感
染
が
拡
大
し
て
猛
威
を
振
る
い
始

め
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
は
２
月
１
１
日
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
を
表
明
し

ま
し
た
。
日
本
で
も
、
多
少
遅
れ
ま
し
た
が
、
３
月
に
は
感
染
が
徐
々
に
拡
大
し
、

４
月
７
日
に
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
安
倍
首
相
よ
り
７
都
府
県
対
象
に
緊
急
事
態
宣

言
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
感
染
が
拡
大
し
、
４
月
１
６
日
に
は
緊
急
事

態
宣
言
が
全
都
道
府
県
対
象
に
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

私
も
持
病
が
あ
り
、
感
染
し
た
ら
重
篤
な
状
況
に
な
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る

の
で
、
毎
日
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
ス
マ
ホ
の
情
報
で
、
今
日
は
何
人
感
染
と
の
情

報
に
目
を
通
し
な
が
ら
、
外
出
を
控
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

４
月
２
７
日
現
在
、
世
界
で
は
３
０
０
万
人
を
超
え
る
感
染
者
数
、
日
本
全
国

で
は
約
１
４
０
０
０
人
で
、
８
５
０
０
人
に
１
人
の
感
染
者
割
合
？
で
す
。
東
京

は
約
３
９
０
０
人
で
約
２
４
０
０
人
に
１
人
、
栃
木
県
は
５
４
名
で
、
約
３
７
０ 

 ０
０
人
に
１
人
と
、
感
染
割
合
は
東
京
よ
り
少
な
い
状
況
で
す
が
、
潜
在
感
染
者

や
無
症
状
感
染
者
も
多
い
と
の
こ
と
、
油
断
す
る
と
す
ぐ
に
感
染
率
は
高
ま
る
可

能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
３
密
空
間
に
は
行
か
な
い
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
イ
タ
ン

ス
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
等
出
来
う
る
限
り
の
感
染
予
防
対
策
を
、
国
民
全

体
で
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
先
が
見
え
な
い
状
況
で
あ
り
、
緊
急
事
態

宣
言
や
外
出
制
限
は
、
５
月
６
日
よ
り
さ
ら
に
延
長
が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す 

。 

 

経
済
活
動
は
、
感
染
防
止
対
策
の
中
で
、
飲
食
業
や
観
光
業
、
イ
ベ
ン
ト
関

係
等
人
の
集
ま
る
場
所
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
業
種
の
活
動
に
自
粛
が
求
め

ら
れ
、
か
つ
て
な
い
事
業
の
停
滞
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
か
想

像
も
つ
か
な
い
最
悪
の
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
新
学
期

が
９
月
開
始
等
の
大
き
な
制
度
の
変
革
も
議
論
さ
れ
始
め
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
問
題
が
一
段
落
し
た
後
で
も
、
経
済
活
動
の
正
常
化
に
つ
い
て
は
、
大
幅
な

各
種
制
度
の
見
直
し
や
支
援
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

協
会
に
関
係
す
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
経
済
活
動
が
不
安
定
に
な
る

と
す
ぐ
に
置
き
去
り
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
す
な
わ
ち
経
済
復
興
活
動
が

優
先
さ
れ
、
環
境
改
善
活
動
の
停
滞
を
懸
念
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
す
な
わ
ち
持
続
可
能
な
と
い
う
観
点
で
は
、
こ
の
混

乱
の
中
、
色
々
な
形
で
の
取
り
組
み
が
見
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
が
救
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

当
協
会
と
し
て
は
、
経
済
活
動
や
社
会
制
度
の
激
変
が
予
測
さ
れ
る
中
、
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
や
環
境
改
善
の
活
動
に
つ
い
て
、
経
済
活
動
を
活
性
化

し
な
が
ら
環
境
問
題
を
解
決
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
本
来
の
目
的
に
沿
う
よ
う
、
支

援
活
動
を
行
う
こ
と
が
必
須
と
考
え
て
い
ま
す
。
行
政
は
じ
め
関
係
機
関
団

体
、
事
業
主
、
県
民
の
皆
様
方
と
一
緒
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
支
援
活
動
す

る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
義
務
と
認
識
し
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

 

 

巻 頭 言 
理事長 塩山 房男 
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会
員 

● 

中
茎 

元
一 

 

会員 

投稿 は
じ
め
に 

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
（
旧
農
地
・
水
・
環
境

保
全
対
策
事
業
）
は
平
成
１
９
年
度
に
国
の
非
公
共
補
助

事
業
と
し
て
発
足
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

は
国
土
保
全
機
能
と
し
て
の
農
村
が
、
高
齢
化
や
農
作
物

単
価
の
低
迷
等
に
よ
り
保
全
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
食
い

止
め
る
施
策
と
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

当
初
は
活
動
の
柱
が
基
礎
部
分
、
農
地
水
向
上
活
動
、

農
村
環
境
向
上
活
動
で
あ
り
、
生
き
も
の
調
査
は
農
村
環

境
向
上
活
動
の
１
項
目
で
し
た
。
国
の
指
導
で
は
生
き
も

の
調
査
も
地
元
で
選
択
で
き
る
も
の
で
あ
り
任
意
で
し
た

が
、
栃
木
県
で
は
義
務
付
け
が
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
義
務

付
け
は
全
国
的
に
み
て
も
稀
有
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
義
務
付
け
は
平
成
２
５
年
度
ま
で
で
し
た
が
、
現

行
制
度
で
も
多
数
の
地
区
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
活

動
の
有
用
性
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
１
０

年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
に
向
け
て
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
在
り
方
等
も
探
っ
て
み
ま
す
。 

 

１ 

生
き
も
の
調
査
の
必
要
性
と
そ
の
指
導
戦
略 

栃
木
県
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
協
議
会
（
以

下
協
議
会
と
表
示
）
発
行
の
「
田
ん
ぼ
ま
わ
り
の
生
き
も

の
調
査
」
の
手
引
き
（
平
成
２
４
年
版
）
に
は 

現
在
は

経
済
的
な
豊
か
さ
や
、
物
の
豊
か
さ
が
優
先
さ
れ
、
生
き

も
の
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
環
境
や
、
こ
れ
に
密
接
に

関
連
し
た
地
域
の
生
活
に
対
す
る
関
心
が
、
い
つ
の
ま
に

か
薄
ら
ぐ
と
と
も
に
、
世
代
間
の
交
流
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。「
中
略
」
地
域
の
人
々
が
自
分
た
ち
の
住
む

「
場
」
に
対
し
て
‘
ま
な
ざ
し,

を
向
け
な
が
ら
も
う
一
度

見
直
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
手
段
の
一
つ
と

し
て
生
き
も
の
調
査
が
あ
る
の
で
す
。
と
記
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
と
な
に
よ
り
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
、
義
務
付
け

し
た
県
の
上
層
部
か
ら
担
当
者
ま
で
が
、
農
村
の
二
次
的

自
然
体
験
が
子
ど
も
達
の
生
育
過
程
で
極
め
て
重
要
で
あ

る
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
他
県

に
類
を
見
な
い
こ
と
で
す
。 

又
そ
れ
を
推
進
す
る
た
め
の
指
導
戦
略
と
し
て
「
生
き

も
の
調
査
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
活
用
で
す
。
県
内
に
広
く

募
集
を
か
け
別
表
の
様
な
方
た
ち
の
応
援
を
得
た
こ
と
で

す
。 

２ 

１
０
年
間
の
活
動
状
況
（
資
源
向
上
型
） 

⑴ 

活
動
組
織
の
推
移 

 

⑵ 

当
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

受
託
件
数
の
推
移 

             

⑶ 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
受
託
に
関
す
る
諸
事
項 

多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金
事
業
「
田
ん
ぼ
ま
わ
り
の 

生
き
も
の
調
査
」
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

ア 

調
査
指
導
内
容
は
概
ね
以
下
の
と
お
り
と
す
る 

 

・
生
き
も
の
調
査
の
意
義
と
調
査
方
法 

 

・
調
査
時
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

会員 6 6 6 4 6 5 6 5 6 6 5 

件数 29 26 26 12 20 17 21 20 21 22 21 

当
会
で
は
平
成
２
１
年
度
か
ら

受
託
を
開
始
し
て
い
る
が
そ
の

推
移
は
左
表
の
通
り
で
す
。 

当会のアドバイザー受託件数の推移 
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・
捕
獲
し
た
動
植
物
の
同
定
及
び
数
の
把
握
、
説
明
及

び
写
真
撮
影 

・
生
き
も
の
調
査
か
ら
の
環
境
度
（
原
因
と
保
全
方
法

や
改
善
策
も
含
め
て
） 

 

・
地
元
の
古
老
や
リ
ー
ダ
ー
・
参
加
者
（
子
供
含
む
）

の
感
想
等
の
聞
き
出
し 

 

・
エ
コ
ア
ッ
プ
活
動
の
助
言
「
水
田
魚
道
等
」 

 

・
生
き
も
の
マ
ッ
プ
作
り
の
指
導
（
請
わ
れ
れ
ば
） 

 

・
そ
の
他
委
託
団
体
か
ら
の
特
別
な
要
請
事
項 

イ 

報
告
書 

 

・
報
告
書
は
県
協
議
会
指
定
の
様
式
（
別
添
参
照
）
に

調
査
事
項
と
写
真
を
貼
り
付
け
て
作
成
（
地
図
を
含

む
）
し
た
も
の
を
電
子
デ
ー
タ
で
記
録
し
て
提
出
す

る
。
宇
都
宮
市
は
別
様
式 

 

・
報
告
書
は
紙
印
刷
の
も
の
２
部
と
電
子
デ
ー
タ
ー
（
Ｃ

Ｄ
）
と
す
る
。 

 

・
報
告
書
は
調
査
後
速
や
か
に
委
託
団
体
ま
で
送
付
す

る
も
の
と
し
、
送
付
が
完
了
し
た
ら
事
務
局
ま
で
報

告
す
る
も
の
と
す
る
。 

ウ 

受
託
料
等 

 

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
の
受
託
料
は
１
件
あ
た
り
〇
〇 

 

円
と
す
る
。 

 

・
受
託
料
の
授
受
は
極
力
当
日
で
完
了
さ
せ
、
領
収
書

と
引
き
替
え
と
す
る
。 

 

・
生
き
も
の
調
査
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
に
関
連
し
て
、

新
た
な
依
頼
事
項
が
生
じ
た
場
合
は
そ
の
内
容
に
応

じ
て
受
託
料
の
追
加
を
請
求
出
来
る
も
の
と
し
そ
の

判
断
は
各
自
に
任
せ
る
。 

エ 

必
要
経
費 

 

・
受
託
１
件
に
つ
き
〇
〇
円
を
会
に
納
入
す
る
も
の
と

す
る
。 

オ 

そ
の
他 

 

・
調
査
依
頼
の
情
報
は
事
務
局
よ
り
メ
ー
ル
で
配
信
し

ま
す
の
で
７
月
～
１
０
月
の
間
は
極
力
毎
日
メ
ー
ル

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

・
生
き
も
の
調
査
報
告
書
様
式
は
以
下
の
ア
ド
レ
ス
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。 

 

・
委
託
団
体
の
責
任
者
と
事
前
打
ち
合
わ
せ
事
項
（
調

査
道
具
・
水
槽
・
ア
ク
リ
ル
水
槽
・
エ
ア
ポ
ン
プ
等

の
確
認
や
調
査
場
所
・
昨
年
度
の
資
料
や
参
加
者
数

等
を
確
認
す
る
） 

カ 

重
要
事
項 

 
 

一
昨
年
（
平
３
０
）
遅
刻
・
報
告
書
の
記
入
間
違
い

（
再
再
度
）
が
指
摘
さ
れ
た
地
区
は
複
数
あ
り
ま
し
た

の
で
十
分
留
意
願
い
ま
す
。
又
１
週
間
前
に
は
地
元
と

の
確
認
を
必
ず
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。 

 

３ 

生
き
も
の
調
査
の
効
果
に
つ
い
て 

 

平
成
２
７
年
３
月
に
発
行
さ
れ
た
「
ひ
ろ
げ
よ
う
地
域

の
輪 

守
ろ
う
田
ん
ぼ
ま
わ
り
の
生
き
も
の
た
ち
」
協
議

会
発
行
に
よ
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
効
果
（
住
民
の
意
識

の
変
化
）
が
ア
ン
ケ
ー
ト
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

⑴ 
参
加
数
の
事
例 

Ｈ
２
２
年 

参
加
総
数
２
２
，
５
６

１
人
、
内
農
家
以
外
の
地
域
住
民
２
，
９
３
２
人
、

子
供
達
８
，
５
１
７
人 

 

⑵ 

住
民
の
意
識
変
化 

・
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
へ
の

変
化 

２
９
～
４
２
％
の
増
、
子
供
達
が
生
き
も
の

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た 

９
０
％
、
世
代
を
超

え
た
幅
広
い
交
流
が
出
来
た 

６
２
％ 

生
き
も
の

に
関
す
る
共
通
認
識
が
醸
成
さ
れ
た 

５
１
％ 

 

⑶ 

地
域
の
環
境
に
つ
い
て 

 

生
き
も
の
の
種
類
や
数
が
少
な
く
な
っ
た 

６
７
％ 

在
来
種
が
減
少
し
、
外
来
種
が
増
え
た 
２
９
％
等
で
す
。 

又
こ
の
結
果
、
生
態
系
保
全
活
動
（
魚
道
や
ビ
オ
ト
ー

プ
、
希
少
種
の
保
全
や
環
境
配
慮
型
水
路
等
々
）
が
各
所

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
少
数
で
す
が
学
校
教
育

と
の
連
携
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
こ
の
生
き
も
の
調
査
の
報
告
書
は
平
成
２
０
年
度

か
ら
２
５
年
度
ま
で
詳
細
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な

デ
ー
タ
の
蓄
積
が
さ
れ
て
い
ま
す
。（
協
議
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
） 

４ 

最
後
に 

 

筆
者
も
生
き
も
の
調
査
に
１
０
年
以
上
関
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
現
地
で
は
以
下
の
様
な
課
題
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
①
地
元
組
織
の
マ
ン
ネ
リ
化
（
初
足
当
時
の
役
員

が
半
数
以
上
交
代
し
活
動
に
熱
意
が
薄
れ
て
い
る
）
②
地

元
に
子
供
が
少
な
い
（
集
ま
ら
な
い
）
③
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

任
せ
に
な
り
自
主
性
が
薄
い
④
行
政
が
指
導
や
指
針
を
示

さ
な
い
（
事
業
消
化
の
み
）
等
々
。 

 

し
か
し
な
が
ら
私
た
ち
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
や
り
方
次
第

で
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
提
示
す
る
こ
と
で
マ
ン
ネ
リ
化

防
止
に

も
な
る

こ
と
に

な
る
た

め
、
関

係
諸
氏

の
奮
闘

を
期
待

し
た
い
。 

 




